	資料提供

	令和６年２月２７日

	担当課
(担当)
	長寿社会課
（橋本・加賀田）

	電　話
	0857-30-82１1
（内線7431）


[image: image1.jpg]RWm =2

o‘

SQOE%&% |‘ =&




福部砂丘温泉ふれあい会館におけるレジオネラ菌の発生について

令和６年２月９日（金）に福部砂丘温泉ふれあい会館施設内（鳥取市福部町海士）から採取した浴槽水から、国の基準値（100ｍｌ当たり10コロニー未満）を超えるレジオネラ菌が検出されたため、施設を当面の間休館いたします。詳細については下記のとおりです。
記

◆　経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２月２６日（月）、定期的に行っている月１回の水質検査の結果により、基準値（10コロニー/100ｍｌ）を超えるレジオネラ菌が検出されました。現時点では、体調不良を訴えられた方はありません。
・２月　９日（金）湯採取、水質検査機関へ送付
・２月２６日（月）水質検査機関によるレジオネラ菌検出の報告

・２月２６日（月）長寿社会課へ報告、生活環境課が現地確認
◆　検査結果を受けた施設の対応状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２月２６日（月）午後から休館し、施設内の清掃、消毒、設備の再点検を実施します。
＜作業内容＞
・浴槽清掃（薬品使用）
・水栓器具洗浄（蛇口、シャワーヘッド）
・循環配管の洗浄、生物膜除去（薬品使用、高圧洗浄）　管理者および専門業者が実施
・濾過装置（濾材）の洗浄
・滅菌設備（薬注器、注入配管）の再点検
　・貯湯槽清掃・洗浄
◆　施設の管理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
浴室等の清掃は毎日行っていましたが、浴槽内の湯量により塩素濃度が低い時間帯があることから、適切な塩素濃度を確保するため湯量の調整を徹底するよう指導したところです。
◆　今後の対応について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
清掃業者による配管等の洗浄や薬品投入などにより改善が図られた後、再度、採水を含む水質検査等を行い、基準値を下回ることが確認されれば営業を再開する予定です。
　　　
